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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目：日本古代護国法会の研究

 学位申請者 長戸敦士 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学准教授 市 大樹 

  副査 大阪大学教授   飯塚一幸 

  副査 大阪大学教授   川合 康 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、景雲一切経の写経・勘経事業や、三会・季御読経・仁王会といった護国法会を取り上げ、その成立・

展開過程と背景・意義を考察することによって、日本古代における国家と仏教との関係を解明することを目指す。

全６章と序章・終章からなり、枚数は約 450枚（400字詰め換算）である。 

 序章は、国家と仏教との関係を示す言葉として、従来の「国家仏教」ではなく「護国仏教」を使用すべきことを、

研究史の整理を通じて提唱する。その特徴として、①除災・防災装置としての性格、②国家のイデオロギー装置と

しての性格、③僧侶統制装置としての性格があると指摘する。 

 第１章「景雲一切経の写経・勘経事業」は、正倉院文書の丹念な分析を通じて、称徳朝（764～770）における本

事業の経緯を明らかにする。これは、新たな「勅定」一切経をつくるに相応しい正統な天皇であることを示す意図

をもち、それまでの東大寺を中心とした「花厳経為本」の一切経法会体制からの離脱を狙ったものとみる。第２章

「称徳朝の仏教改革」は、称徳朝には、御斎会による競争原理の導入、疏の勘経による教学新興、僧位制の実施・

僧官の重層化による僧侶の質の向上や官僚制的な統制強化が目指され、これらは微修正されながらも平安時代に

継承されると見通す。 

 第３章「三会の成立」は、称徳朝に御斎会が創始された後、貞観・元慶年間（859～885）に、三会（興福寺維摩

会、御斎会、薬師寺最勝会）が成立するまでの過程を、政治情勢と仏教界の動向を見据えながら明らかにする。第

４章「季御読経の成立と防災方針の変化」は、春秋二季に宮中で『大般若経』を転読させる季御読経について、陽

成朝（876～884）に定着するまでの経緯を明らかにする。その成立の背景には、防災方針の変化があったと主張す

る。第５章「一代一度仁王会の成立」は、百の高座を設けて『仁王経』を講説させる仁王会について、一代一度仁

王会と臨時仁王会に分けた上で、前者について、嵯峨朝（809～823）における開催時期の確定、陽成朝における開

催場所の確定という二つの画期を経て成立したことを指摘する。そして、第３・４章の考察結果も踏まえ、９世紀

後半に三会・季御読経・一代一度仁王会が成立し、日本の古代国家は大極殿を中心として全国各地にまで及ぶ安定

した護国法会体系を手に入れたと評価する。 

第６章「十世紀後半における護国法会体系の変化」は、仁王会の記事を丹念に収集・分析し、10世紀後半に臨

時仁王会が春秋二季化・大極殿百高座化したことを明らかにする。同じ 10世紀後半には、三会による僧侶統制が



興福寺や東大寺僧に重点化され、そこからこぼれ落ちた天台宗を中心とする僧侶を統制する上で、季御読経や仁

王会が大きな役割を果たすようになったとみる。９世紀後半から 11世紀末頃までは、三会・季御読経・仁王会を

中核とする護国法会体系が機能し続けたひとつの時代であり、10 世紀後半の新たな状況はこの体系内における内

部変化であったと評価する。 

 終章は、論文全体のまとめをおこない、展望として、日本古代史にも「仏教国家」という概念を導入できる可能

性を示し、国家・王権に関わる仏教儀礼を世界史的に比較検討すべき必要性を述べる。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文の成果の第一は、ともすれば仏教の腐敗・堕落の極致とされてきた称徳朝（764～770）について、景雲一

切経の写経・勘経事業、御斎会の創始、僧位制の実施、僧官の重層化などの評価を通じて、天平期に発生した問題

に対する改革が始まった時代として捉え直し、これらの改革は基本的に平安時代へ継承されていくという見通し

を示したことである。既存の研究では、桓武朝（781～806）に大きな画期を求めるのが一般的であったが、新たな

時代区分を提唱したものとして注目される。 

 成果の第二は、従来漠然と論じられてきた三会・季御読経・一代一度仁王会の成立過程について、それぞれの法

会の本質を踏まえ、その成立の指標となる事項を明示した上で、政治情勢・社会情勢や仏教界の動向なども見据え

ながら、史料に即した分析をおこない、いずれも９世紀後半に成立したことを明らかにした点である。また、仁王

会について、一代一度仁王会、臨時仁王会、春秋仁王会、大極殿に百高座を設ける形式の仁王会が存在し、相互の

関係性が従来の研究では不明であったが、それを明快な形で整理することに成功し、それぞれの成立時期を明ら

かにした点も重要である。 

 成果の第三は、これまで研究の手薄であった平安時代の護国法会について、その中核をなす三会・季御読経・仁

王会を詳細に分析し、９世紀後半から 11世紀末頃までを、10世紀後半に内部変化しながらも、一続きの時代とし

て把握できるという見通しを示した点である。 

  とはいえ、本論文にも問題がないわけではない。最大の問題は、当該分野に新たな境地を開きつつある上島享・

中林隆之両氏の所説に対して、それとの切り結びがほとんどできなかった点である。本論文は、10 世紀後半の新

たな動きを「内部変化」と評価したが、それは既存の三会・季御読経・仁王会に着目したためで、当該期に登場し

大きな意味をもった最勝講・法華三十講などに着目すれば、少し違った評価をすることができた可能性がある。本

論文は「護国法会」をタイトルとしながら、その全体像が明示されておらず、除災・防災装置としての役割に比重

を置くあまり、王権を中核とした追善法会が抜け落ちてしまったことも惜しまれる。個々の史料解釈についても、

いくつか異論を差し挟む余地が残されている。しかしながら、申請者の問題関心は鮮明であり、これらの問題は今

後の研究によって十分に克服することが可能なものである。 

 以上の理由から、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


